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皿章 発育と栄養
①子牛・育成牛の栄養

u:=捕手Uと発育

子牛は生後 1カ月くらいまで、維持と成長に

必要なエネルギーとタンパク質などの栄養素を

すべてI浦乳から得ています。このため、補乳の

やり方次第で子牛の初期成育は大きく変わりま

す。

l浦乳に当たっては、全乳と代用乳のどちらが

よいか、代用乳の選び方、晴乳量、栄養性の下痢、

晴乳回数、スターター給与の重要性、水の給与、

組飼料の給与、離乳時期など多くの難しい問題

に直面します。晴乳で大事なことはl浦乳に関す

る基本的事項を理解して、それぞれの状況に合

わせて最適な方法を選択することです。このよ

うな注意を払っても、子牛が思うように成長し

てくれないことがあります。それには、さまざ

まな原因が考えられますが、晴乳期間の栄養補

給が十分でないことも大きな原因の一つです。

子牛の損耗を防ぎ、健康な子午を育てるために

は、栄養補給が極めて重要になります。

匝瓦時ルーメンの発逮と栄養

ルーメンの発達とは、ルーメンの大きさと容

積を増大させることで、飼料の給与によって引

き起こされます。ルーメン壁の筋肉を厚くする

には、飼料の給与量が重要です。ルーメン内の

発酵産物を吸収

し、栄養素として

活用していくため

には、ルーメン内

壁の繊毛(じゅう

もう)を成長させ、

しっかりした吸収

機能を持つ胃にす

ることが重要で

す。生後すぐの子

牛は、ルーメンお

よび第二胃に消化

1日齢の子牛
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管の機能はないのですが、ルーメンの発達にお

ける繊毛の発達には穀類の給与が重要です。穀

類の発酵により生産された酪酸は、ルーメン壁

から吸収され、ルーメン成長エネルギーとして

使用される重要な脂肪酸と考えられます。

|亘-手何第四胃

子牛の第四胃には、レンニンという牛乳凝固

とタンパク質の分解を行う酵素が分泌され、口

から食道を経て直接第四胃に流入する牛乳を凝

固して、カードを形成します。乳清として分離

された部分は、速やかに流出します。幼動物の

唾液(だえき)にはリバーゼが含まれ、これが第

四胃において乳脂肪を分解し、中鎖脂肪酸を生

成します。子牛が牛乳のような液状飼料を見て、

乳頭、晴乳瓶などから飲もうとすると、食道溝

の収縮が起きて、牛乳は第一胃や第二胃に入ら

ず第四胃へ直接入るようになります。この機能

は、 lレーメンが発達した後でも、牛乳を飲ませ

続けていると維持されます。幼齢子牛の時期に

摂取する牛乳や代用乳のような液状飼料は、栄

養価が高いので、反すう胃における微生物によ

る発酵、消化を回避して、直接第四胃以降の消

化管に送り込むほうが有利です。

図は子牛と成牛の胃の概念図です。生まれた

ばかりの牛や羊では、全胃重量に対する反すう

胃の割合は30%ですが、 30日齢には50~60%
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